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を通して「京都らしさ」のある程度のスケール化を仮説的に試みることにした。これ
ら調査のための基本的な討議を前期に終え，アンケート調査票作成の詰めの作業を夏
期休暇中に行った。実地調査は，後期に入って10月に学生諸君の協力を得て，仮説に
基づいてサンプリングされた京都市内約400ケースを対象に行った。回収された調査票
は直ちに集計処理され， 12月の研究会において速報の報告が行われた。
なお，地域社会分析，行政政策分析については，平成 6年度にメンバーの補充を行
って研究の深化を図ることにした。
